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希
少
動
植
物
に
つ
い
て

７
月
13
日
に
平
年
と
昨
年
よ
り

14
日
遅
れ
の
梅
雨
明
け
が
発
表
さ

れ
、
奄
美
地
方
は
本
格
的
な
夏
を

向
か
え
ま
し
た
。
井
之
川
岳
や
天

城
岳
に
連
な
る
山
々
で
は
、
夏
場

に
開
花
期
を
迎
え
る
植
物
が
咲
き

始
め
、
夜
行
性
動
物
が
林
道
な
ど

で
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ツ
ル
ラ
ン

奄
美
地
方
で
は
「
夏
エ
ビ
ネ
」

と
も
呼
ば
れ
る
ツ
ル
ラ
ン
の
純

白
の
花
が
、
林
中
に
映
え
て
い
ま

し
た
。
花
姿
が
ツ
ル
を
連
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ

れ
ま
す
。
根
元
か
ら
花
ま
で
の
高

さ
が
50
㎝
を
越
え
、
島
固
有
の
ラ

ン
科
の
植
物
の
中
で
も
大
き
く
花

世
界
自
然
遺
産

登
録
へ
の
歩
み
～
第
４
回
～

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
準
備
作
業
の
一
環
と

し
て
、
島
内
に
生
息
す
る
希
少
動
植
物
の
保
護
活
動
を
国
と
県
、
町
が

連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
国
指
定
特
別
天
然
記
念
物
の
ア

マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
保
護
に
向
け
た
取
り
組
み
と
希
少
動
植
物
の
紹

介
を
し
ま
す
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

の
保
護
に
つ
い
て

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
、
成

獣
の
体
長
が
40
～
50
㎝
程
。
ウ
サ

ギ
科
内
で
も
原
始
的
な
形
態
を
残

し
た
種
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
短

い
耳
と
尻
尾
、
黒
褐
色
の
体
毛
が

特
徴
で
す
。
昭
和
38
年
７
月
に
国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て

も
、
世
界
的
に
珍
し
い
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
保
護
が
重
要
で

す
が
、
毎
年
の
よ
う

に
、
輪
禍
や
動
物
に

襲
わ
れ
る
な
ど
の
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、手
々

の
県
道
沿
い
で
輪
禍

被
害
が
あ
り
、
今
年

５
月
末
に
は
母
間
の

農
道
沿
い
で
野
イ
ヌ

も
し
く
は
野
ネ
コ
に

捕
殺
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
死
体
が
回
収
さ

れ
ま
し
た
。

島
内
で
は
、
天
城

岳
と
井
之
川
岳
の
周

辺
に
広
が
る
常
緑
広

葉
樹
林
内
に
生
息
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
人
里
に
近
い
林

道
沿
い
で
も
目
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
で
は
農
道
な

ど
の
出
没
の
可
能
性
が
あ
る
場
所

に
注
意
を
促
す
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
は
、
十
分

注
意
し
て
ご
通
行
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、

島
内
に
は
多
種
多
様
な
固
有
種
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
希
少
動
植
物

の
保
護
と
環
境
保
全
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

可憐な白い花を咲かせるツルラン

アマミノクロウサギ 写真／中村正弘氏
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轟
木
集
落
は
、
天
城
岳
連
山
の
す
そ
野

に
家
々
が
点
在
す
る
、
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
す
。
轟
木
か
ら
山
集
落
を

結
ぶ
林
道
や
天
城
町
の
松
原
集
落
に
つ
な

が
る
農
道
沿
い
で
は
、
国
の
特
別
天
然

記
念
物
の
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
目
撃

情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ケ
ナ
ガ

ネ
ズ
ミ
や
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
、
ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ

ギ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
、
徳
之
島
固
有
亜

種
の
オ
ビ
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
も
生
息
し
て
お

り
、
朱
色
が
美
し
い
天
然
記
念
物
の
ア
カ

ヒ
ゲ
を
見
る
事
も
で
き
ま
す
。

麓
に
は
二
級
河
川
の
万
田
川
が
流
れ
て

お
り
、
か
つ
て
は
、
豊
富
な
水
量
を
生
か

も
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
園
芸
目
的
な
ど
で

採
取
さ
れ
自
生
地
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
。
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
保

護
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
オ
ビ
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ

動
物
で
は
梅
雨
前
後
に
、
徳
之
島
固
有

亜
種
で
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
オ
ビ
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
が
エ
サ
と
な
る

昆
虫
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
全
長
は
15
～

18
㎝
で
、
ト
カ
ゲ
類
は
外
的
に
襲
わ
れ
た

際
に
尻
尾
を
切
っ
て
逃
げ
る
習
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
写
真
の
オ
ビ
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ

は
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
尾
が
再
生
し
て
い
る

最
中
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
水
田
が
川
沿
い
に
広
が
る
稲
作
地
帯

で
し
た
。
そ
れ
ら
一
帯
と
集
落
を
見
渡
す

小
高
い
森
に
建
つ
の
が
轟
木
神
社
で
す
。

轟
木
地
区
は
古
く
か
ら
テ
ラ
ン
ト
ウ
と

呼
ば
れ
、
こ
れ
は
寺
院
を
意
味
す
る
「
寺
」

で
は
な
く
、
徳
之
島
全
域
に
共
通
す
る
神

社
や
祠
ホ
コ
ラ
、
聖
地
な
ど
を
総
称
し
た
名
称
で

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

浜
下
り
場
所
と
し
て
、
現
在
の
花
徳
浜

の
北
側
に
轟
木
浜
と
称
す
る
一
帯
が
あ

り
、
数
百
年
前
に
そ
の
浜
に
泳
い
で
訪
れ

た
生
き
神
様
を
由
来
と
す
る
貝
と
自
然
石

が
、
ご
神
体
と
し
て
神
社
に
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
、
集
落
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
る
豊
年
祭
り
は
、
同
神

社
に
集
合
し
神
事
な
ど
を
行
っ
た
後
に
地

域
内
を
一
周
し
て
お
り
、
現
在
で
も
地
元

住
民
の
守
り
神
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
４
回
＝
轟
木
集
落
＝

〔轟木集落の史跡〕
藍溜（あいただき）

【お問い合わせ先】
町郷土資料館
☎ 82―２９０８

リュウキュウマツの大木の中に建つ轟木神社

●
ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ

か
つ
て
は
、
山
間
部
を
車
で
走
っ
て
い

る
と
姿
を
見
る
機
会
も
あ
っ
た
ア
マ
ミ
ヤ

マ
シ
ギ
で
す
が
、
近
頃
は
農
道
沿
い
で
見

か
け
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

全
長
は
34
～
36
㎝
、
奄
美
と
沖
縄
諸
島
に

生
息
す
る
日
本
固
有
種
の
天
然
記
念
物

で
、
奄
美
大
島
か
ら
徳
之
島
間
の
島
々
の

み
で
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
希
少
な
鳥

類
で
す
。

林道でエサを探すオビトカゲモドキ

日本固有種のアマミヤマシギ
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まちの話題 ●● ●

徳
之
島
町
の
轟
木
集
落
の
豊
年
祭
り
が

６
月
15
日
、
同
集
落
内
を
練
り
歩
き
に
ぎ

や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
時
折
強

い
雨
が
降
る
悪
天
候
の
中
、
み
こ
し
を
先

頭
に
元
気
に
巡
り
、
住
民
一
体
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

青
年
団
の
み
こ
し
を
先
頭
に
、
集
落
内

の
３
班
の
花
車
と
ハ
ッ
ピ
姿
の
女
性
や
子

供
た
ち
が
続
き
ま
し
た
。
途
中
休
憩
を
挟

み
な
が
ら
集
落
の
運
動
場
に
到
着
す
る

と
、
婦
人
部
手
作
り
の
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た

轟木豊年祭り
大雨を跳ね除け豊年祈願

花
徳
小
学
校
４
年
生     　
（
右
側
）

徳
田　

満
奈
美
さ
ん

「
雨
で
子
ど
も
神
輿

が
で
き
な
く
て
残
念
だ

け
れ
ど
、
毎
年
楽
し
い

轟
木
の
行
事
で
す
」
と
、

友
だ
ち
と
活
き
活
き
と

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

亀
徳
小
学
校
体
育
館
で
６
月
11
日
、
プ

ロ
選
手
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
島
内
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
等

9
チ
ー
ム
約
１
２
０
名
が
集
ま
り
、
プ
ロ

選
手
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
所
属
の
橋
本
英
郎
選

手
、
森
岡
亮
太
選
手
、
和
田
倫
季
選
手
の

３
名
は
、
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
６

月
９
日
か
ら
４
日
間
徳
之
島
に
滞
在
。
子

ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
Ｊ
リ
ー
グ
選

手
の
技
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ヴィッセル神戸サッカー教室
サッカーの楽しさを伝えに

６
月
６
日
か
ら
６
月
８
日
の
三
日
間
、

森
圭
一
郎
さ
ん
が
車
イ
ス
で
の
徳
之
島
一

周
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
森
圭
一
郎
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら
全
国

各
地
を
ツ
ア
ー
で
巡
り
な
が
ら
特
別
支
援

学
校
設
立
に
向
け
た
署
名
活
動
を
展
開
し

て
ま
す
。
６
月
７
日
、
徳
之
島
町
の
沿
道

に
は
沢
山
の
地
域
住
民
が
駆
け
つ
け
、
森

さ
ん
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

森圭一郎さんが署名集めて全国へ
特別支援学校の設立を！

町
立
図
書
館
で
６
月
22
日
、
10
周
年
記

念
多
読
賞
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
表
彰
は
、
平
成
25
年
度
で
最
も
貸
出

冊
数
の
多
か
っ
た
利
用
者
を
表
彰
。
受
賞

者
に
は
表
彰
状
と
、
奄
美
大
島
小
売
酒
販

組
合
徳
之
島
地
区
か
ら
図
書
券
の
副
賞
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
写
真
右
か
ら
）

【
小
学
生
の
部
】
今
吉　

こ
こ
ろ
さ
ん

【
中
学
生
の
部
】
川
原　

比
奈
さ
ん

【
高
校
・
一
般
の
部
】
砂
守　

修
さ
ん

【
特
別
賞
】
米
田　

志
穂
さ
ん

図書館新設 10 周年記念多読賞表彰
沢山読んで、図書館活用

大
島
養
護
学
校
高
等
部
訪
問
教
育

特
別
支
援
室
２
年
生

加　

真
帆
さ
ん

徳
之
島
で
み
ん
な
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
養
護
学
校
が
必
ず
出

来
て
ほ
し
い
で
す
。

窪
田　

涼
花
さ
ん

署
名
活
動
や
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
沢
山
の

人
た
ち
に
、
心
か
ら
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。

鈴
木　

舵
斗
く
ん

（
亀
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

プ
ロ
選
手
は
お
し
ゃ
れ
で

か
っ
こ
よ
か
っ
た
。「
ボ
ー

ル
を
退
く
」
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
。

東　

駿
杜
く
ん

（
花
徳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

攻
め
る
の
か
、
託
す
の

か
、
プ
ロ
の
冷
静
な
判

断
を
感
じ
た
。
試
合
の

中
で
実
践
し
て
み
た
い
。

多
読
賞
受
賞
（
亀
津
小
学
校
４
年
生
）

今
吉　

こ
こ
ろ
さ
ん

「
本
を
読
む
こ
と
は
私

に
と
っ
て
大
切
で
、
時
間

を
忘
れ
る
く
ら
い
夢
中
に

な
る
時
間
で
す
」
字
の
小

さ
い
難
し
い
本
に
挑
戦
す

る
こ
と
が
目
標
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
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●● ● Town news

町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
７
月
６
日
、
町
地

域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
校
区
か

ら
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
梅
雨
の
長
雨
後
の
快
晴
と
な

り
、
湿
度
と
気
温
が
共
に
髙
い
気
候
条
件
。

体
育
館
の
中
は
、
選
手
た
ち
の
熱
気
が
加

わ
り
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

一
位
：
北
区

二
位
：
東
区

三
位
：
花
徳
、
中
区

町地女連ミニバレー大会
ミニバレーで地域結束

北
区
女
性
連
会
長　
　
　
（
中
央
）

上
原
ト
ヨ
子
さ
ん

「
や
っ
ぱ
り
北
区
女
性

連
の
絆
は
サ
イ
コ
～
！
」

北
区
女
性
連
の
モ
ッ

ト
ー
『
和
・
輪
・
話
』

の
情
熱
で
勝
利
を
つ
か

み
取
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

７
月
６
日
美
農
里
館
で
、
ぐ
り
ぶ
ー
と

さ
く
ら
の
模
擬
結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
沢
山
の
子
ど
も
連
れ
が

集
ま
り
、
２
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

県
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
ぐ
り
ぶ
ー
と
さ
く
ら
は
、
新
婚
旅

行
で
４
日
に
徳
之
島
入
り
し
島
内
観
光
を

楽
し
み
ま
し
た
。

最
終
日
の
６
日
は
、
薩
摩
剣
士
隼
人
た

ち
参
列
の
下
、
島
内
３
か
所
で
結
婚
式
。

記
念
撮
影
に
も
応
じ
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

子宝の島で待望の第一子誕生へ
ぐりぶー♥さくらハネムーン

徳
之
島
町
花
徳
の
太
孝
一
郎
さ
ん
の
馬

小
屋
で
、
ポ
ニ
ー
の
子
馬
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
地
元
の
人
達
も
、
微
笑
ま
し
い
親
子

の
姿
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

太
さ
ん
は
、
昨
年
、
沖
縄
よ
り
ポ
ニ
ー

の
メ
ス
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ホ
ー
ス
の
オ
ス
の

計
２
頭
を
購
入
。「
フ
ォ
ー
ゼ
」
と
名
付

け
た
メ
ス
は
島
に
来
た
時
か
ら
腹
部
が
大

き
く
、「
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
」

と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
13
日
朝
、「
２
頭
が
３
頭
に
な
っ

て
い
た
」
と
元
気
な
オ
ス
の
誕
生
を
確
認
。

太
さ
ん
は
「
孫
た
ち
が
『
ガ
イ
ム
』
と
名

付
け
た
。
頭
数

を
増
や
し
、
将

来
は
観
光
農
園

を
作
り
た
い
」

と
目
を
細
め
て

い
ま
し
た

ポニーの子馬誕生
微笑ましい姿に笑顔

津
川
な
な
み
さ
ん

（
右
か
ら
２
番
目
）

テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る

ぐ
り
ぶ
ー
と
さ
く
ら
。

「
本
物
を
見
る
の
は
初

め
て
。
と
っ
て
も
か
わ

い
い
」
と
う
れ
し
そ
う

に
記
念
撮
影
の
列
に
加

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

徳
之
島
町
の
金
見
崎
海
岸
で
夜
、
国
指

定
の
天
然
記
念
物
の
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
が
集

団
で
移
動
す
る
様
子
が
観
察
さ
れ
て
い
ま

す
。海

岸
後
背
地
の
ア
ダ
ン
な
ど
の
木
陰
か

ら
降
り
て
き
て
、
海
中
で
お
腹
に
抱
い
た

幼
生
を
放
出
し
ま
す
。

今
年
は
、
平
年
よ
り
も
梅
雨
明
け
が
大

幅
に
遅
れ
ま
し
た
が
、
地
元
の
方
に
よ
る

と
６
月
29
日
前
後
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
。

オ
カ
ヤ
ド
カ

リ
の
集
団
移
動

は
、
ピ
ー
ク
時

に
は
海
岸
を
埋

め
尽
く
す
ほ
ど

に
な
り
、
毎
年

繰
り
返
さ
れ
る

自
然
の
神
秘
で
す
。

金見崎海岸
オカヤドカリの集団移動



– 6 –広報とくのしま 2014 年 8月号

まちの話題 ●● ●

島
内
で
６
月
29
日
、「
第
27

回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
IN
徳
之

島
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
々
か
ら
南
原
ま
で
の
バ
イ

ク
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
徳

之
島
町
内
の
沿
道
に
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
駆
け
つ
け
手

作
り
の
旗
や
看
板
を
手
に
声

援
を
送
り
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
時
折
降
る

雨
を
受
け
な
が
ら
、
懸
命
に

ペ
ダ
ル
を
漕
ぎ
、
力
強
い
姿
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
町
内
で
は
今
年
も
町
民
一

丸
と
な
っ
て
応
援
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
エ
イ
ド
を
支
え
、
選
手
が
競
技

し
や
す
い
よ
う
み
ん
な
で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

I N 徳之島

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

（
総
合
ク
ラ
ス
）

１
位
：
池
隆
礼
（
沖
縄
県
）

２
位
：
戸
原
開
人
（
神
奈
川
県
）

３
位
：
石
橋
健
志
（
大
阪
府
）

（
リ
レ
ー
ク
ラ
ス
）

１
位
：
Ａ
Ｋ
Ｒ

２
位
：
カ
ッ
キ
ー
ズ
Ａ

３
位
：
三
井
・
南
西
シ
ュ
ガ
ー
タ
ッ
グ

（
駅
伝
ク
ラ
ス
）

１
位
：
天
城
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

２
位
：
Ｐ
Ｐ
Ｐ

３
位
：
お
ぼ
ら
だ
れ
ん
Ａ
チ
ー
ム

第27回　トライアスロン

徳
之
島
町
立
亀
津
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
と
し
た
職
場
体
験
学
習
が
６
月

25
日
、
町
内
事
業
所
な
ど
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

町
役
場
で
の
体
験
学
習
を
希
望
し
た

の
は
、
嶺
井
柊
真
君
と
安
田
陽
君
の
２

人
。
各
課
を
回
り
な
が
ら
業
務
内
容
の

説
明
を
受
け
、
植
物
工
場
「
神
田
福
祉

農
園
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

２
人
は
担
当
者
の
説
明
を
熱
心
に
聞

い
て
写
真
を
撮
り
、
役
場
に
戻
っ
て
学

ん
だ
内
容
を
ま
と
め
、
感
想
を
町
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
に
投
稿
し
ま
し
た
。

今
日
の
経
験
が
、
将
来
の
進
路
選
択
な

ど
に
役
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。

今日、 徳之島町役場で職場

体験学習をしました。

まず、 役場の人たちはどういう

仕事をしているか学びました。

次に、 植物工場を見学しまし

た。 種から二週間で植え、 そこ

でまた二週間たつと収穫できるそ

うです。 ぼくは、 今日学んだこと

を将来などに役にたつようにしてい

きたいです。

亀津小６年　安田陽

今日、 徳之島町役場で職場

体験学習をしました。

まず、 役場の組織については、

役場を見て回りどんな事をしている

のかを聞きました。

その後、 植物工場で育てている

野菜を見ました。 育てている野菜の

種類は、小松菜、ホウレン草、水菜、

ルッコラでした。 僕は、 水などで野

菜を育てていたので、 すごいと思いま

した。

亀津小 6 年 嶺井柊真

徳之島町役場へ

ようこそ！
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8/15
～

9/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
８
月
16
日　

16
時
～

井
之
川
「
浜
下
り
」

（
井
之
川
地
区
）

■
８
月
16
日　

22
時
～

井
之
川
「
夏
目
踊
り
」

（
井
之
川
地
区
）

■
８
月
17
日　

９
時
～

ハ
ー
レ
ー
舟
大
会

（
山
漁
港
）

■
８
月
17
日　

11
時
～

亀
徳
「
ネ
ン
ケ
」

（
里
村
商
店
付
近
県
道
沿
い
）

■
８
月
24
日　

９
時
～

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

（
花
徳
海
岸
）

■
８
月
28
日　

13
時
～

町
肉
用
牛
共
進
会

（
徳
之
島
中
央
家
畜
市
場
）

■
９
月
1
日

町
内
小
中
幼
２
学
期
始
業
式

■
９
月
７
日
～
８
日　

下
久
志
「
十
五
夜
」

（
下
久
志
海
岸
）

■
９
月
14
日　

９
時
～

総
合
運
動
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

（
総
合
運
動
公
園
）

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機

関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

採用

平
成
26
年
度
徳
之
島
町

採
用
候
補
者
試
験
を
左
記
の
通
り
実
施
し
ま
す

防災

８
月
29
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

防
火
管
理
新
規
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時
及
び
場
所

平
成
26
年
９
月
18
日
（
木
）
９
時
20
分
～
16
時
50
分
ま
で

19
日
（
金
）
９
時
20
分
～
16
時
ま
で

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
82
―
２
９
０
４

■
申
込
み
方
法

（
１
）
受
講
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
下
記
協
会

ま
で
郵
送
若
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
写
真
添
付
を
忘
れ
な
い
様
に
）

（
２
）
申
し
込
み
用
紙

最
寄
り
の
消
防
署
、
又
は
消
防
分
遣
所
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
下
記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
防
災
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
３
５
９
１
―
７
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
―
３
５
９
１
―
７
１
３
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.n-bouka.or.jp/

（
３
）
申
し
込
み
期
間

平
成
26
年
８
月
20
日（
水
）～
平
成
26
年
８
月
29
日（
金
）

た
だ
し
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
定
員
（
70
名
）
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
後
、
都
合
に
よ
り
受
講
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
４
）
受
講
料　

６
，
１
７
０
円
（
郵
便
振
り
込
み
）

徳
之
島
地
区
消
防
組
合
本
部
・
本
署　

☎
83
―
３
１
６
０

天
城
分
遣
所　

☎
85
―
３
９
７
３

伊
仙
分
遣
所　

☎
86
―
３
９
９
０

問

１
．
試
験
区
分

（1）
採
用
職
種
・
人
員
及
び
受
験
資
格

区
分

職
種

採
用
予

定
人
数

受
験
資
格

行
政
職

（
初
級
高

卒
程
度
）

一
般
事
務
若
干
名

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

建
築
技
師

１
名

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
建
築
士
の
資
格

を
有
す
る
者
又
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

高
校
な
ど
で
正
規
の
建
築
に
関
す
る
課
程
を

修
め
て
卒
業
又
は
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
者

行
政
職

（
社
会
人

経
験
者
）
一
般
事
務
若
干
名

昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
49
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
民
間
企
業
で
10

年
間
以
上
の
職
務
経
験
を
有
す
る
者

２
．
試
験
日
時

平
成
26
年
10
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
試
験
開
始

（
受
付
時
間
：
午
前
８
時
か
ら
午
前
８
時
40
分
ま
で
）

３
．
試
験
場
所

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階
ホ
ー
ル

４
．
応
募
手
続

願
書
配
布
：
平
成
26
年
８
月
25
日
（
月
）
か
ら
徳
之
島
町
役
場
総
務
課
で
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
：
平
成
26
年
８
月
25
日
（
月
）
か
ら
平
成
26
年
９
月
18
日
（
木
）
ま
で

５
．
そ
の
他
（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

徳
之
島
町
役
場
総
務
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
・
２
１
５
）

※
内
容
に
つ
い
て
変
更
が
あ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
８
月
19
日
（
火
）
当

日
の
本
町
公
告
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
聞
等
の
案
内
も
ご
覧
下
さ
い
。
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不
法
就
労
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
、

在
留
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を

よ
く
確
認
し
、
不
法
就
労
と
な
ら
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

外国人

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
皆
様
へ

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

外
国
人
在
留
総
合

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
１
３
９
０
４

問

税金

平
成
27
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
が
変
更
に
な
り
ま
す

軽
自
動
車
税
の
増
税
に
つ
い
て

①原動機付自転車・125㏄以上のバイクなどの車両（平成２７年度より変更になります）
車 種 区 分 平成 26 年度まで 平成 27 年度から

原
付

50㏄以下 1,000 円 2,000 円
50㏄超 90㏄以下 1,200 円 2,000 円
90㏄超 125㏄以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪（125cc 超 250㏄以下） 2,400 円 3,600 円
小型二輪（250㏄超） 4,000 円 6,000 円

特
殊

小
型

農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他 4,700 円 5,900 円

②軽四輪などの車両
平成 27 年度 4 月 1 日以後に新規取得された分の税額となります。

（実際課税されるのは平成 28 年度からとなります。）
車種区分 現況 平成 28 年度から

三輪 3,100 円 3,900 円

四
輪
以
上

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円
営業用 5,500 円 6,900 円

貨物
自家用 4,000 円 5,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円

車種区分 平成 28 年度から
三輪 4,600 円

四
輪
以
上

乗用
自家用 12,900 円
営業用 8,200 円

貨物
自家用 6,000 円
営業用 4,500 円

平
成
26
年
度
の
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
っ
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
軽
自
動

車
税
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

町
税
務
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
４
２
）

問
ま
た
、
軽
自
動
車
の

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め

る
観
点
か
ら
、
最
初

の
新
規
検
査
を
し
て

か
ら
13
年
を
経
過
し

た
軽
四
輪
車
等
に
つ

い
て
標
準
税
率
の
概

ね
20
％
の
重
課
と
な

り
ま
す
。（
平
成
28
年

度
分
か
ら
）
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住宅

あ
な
た
の
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
し
ま
す

平
成
26
年
度
徳
之
島
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
ご
案
内

補 助 額 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 世 帯 ・ 対 象 工 事

①一般世帯補助金
【補助率】　　１５％
対象工事費の

【限度額】　　２４万円

全ての世帯

・居室等の増築，間取りの変更
・屋根，外壁，床，壁，天井等の

改修
・台所，トイレ，浴室，洗面所の

改修など

対象とならない工事（住居部分に関係しない工事，工事を伴わない機器のみの取替えなど）
・新築工事・設備機器の取替え・電話，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事・改築工事・下水道接続工事
・庭木の剪定，植栽工事・解体工事・門，ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事・公共工事の施工に伴う補償工事など

補　

助　

要　

件

徳之島町では，住宅の長寿命化，質の向上と併せて地域経済の活
性化，雇用の安定化を図るため，町民が町内の施工業者を利用して，
個人住宅のリフォームを行う場合に，その費用の一部を補助します。

★同一住宅，同一人につき，「一回限り」の補助です。

補助対象者　・徳之島町内に居住及び住民登録をしていて，町税等を滞納していない人
補助対象住宅・①補助対象が所有し，現に自ら居住している住宅（貸家は対象外）

②ＵＩＪターン予定者等の購入住宅。
※店舗等との併用住宅は個人住宅部分，マンション等の集合住宅は個
人専用部分が対象。

施工業者（ ※町税等の滞納がないこと。）

・徳之島町内に本社，支社，営業所等を有する法人又は住所を有する個
人業者

※リフォームに係る見積書，契約書，領収書を町内の住所で発行できる
こと。（原則）

補助対象工事費・対象工事費（税込）が２０万円以上であること。
その他　　　　・他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと。

・徳之島町に補助申請を行い，町から補助金の「交付決定通知書」が届
いてから着工し，町が指定する期限内に完了すること。（事前着工・完
了住宅は認められません。）

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

8 月 1 日（金）
～

9 月 16 日（火）

徳之島町役場
2 階（海側）

建設課

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 5 件 平成 27 年 2 月 28 日

※受付期間終了後，受付予定件数を上回ったっ場合は，書類確認後抽選を行い，補助対象者を決定します。

※申請書等の様式は，徳之島町役場 2 階建設課建築係に
用意してあるほか，徳之島町ＨＰからも入手できます。

徳之島町木造住宅耐震診断助成事業との併用
昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅の耐震

診断の補助も，今年度から行います。
上記の募集期間によらず申し込みができます。
補助金は，対象額の３分の２で，限度額は８９, ２００円

となっています。

町
建
設
課

建
築
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
５
３
）

問
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税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た

方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
通
貨

や
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次

の
も
の
で
す
。

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上

陸
地
の
税
関
・
海
運
局
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
。

②
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、

総
領
事
館
、
日
本
人
自
治
会

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半

数
以
上
は
返
還
の
お
申
し
出
が

な
く
、
現
在
も
税
関
に
保
管
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な

く
、
ご
家
族
の
方
も
返
還
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
崎
税
関
業
務
部
税
関
相
談
室

☎
０
１
２
０
―
８
２
８
―
６
８
０

〒
８
５
０
―
０
８
６
２

長
崎
市
出
島
町
１
番
36
号

長
崎
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.custom

s.go.jp/
nagasaki/

引
揚
者
並
び
に
ご
家
族

の
皆
様
へ

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
で
は
、

予
約
制
で
年
金
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、
相

談
希
望
日
１
ヶ
月
前
か
ら
お
電

話
又
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

ご
予
約
を
受
け
る
際
に
は
、

相
談
者
及
び
配
偶
者
氏
名
、
基

礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相

談
内
容
等
に
つ
い
て
確
認
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
代
理
人
の

場
合
に
は
、
委
任
状
と
来
所
さ

れ
る
方
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
等
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

予
約
お
申
込
み

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
４
１

（
音
声
ア
ナ
ウ
ン
ス
後
（
途
中

で
も
可
）
１
番
の
後
に
２
番
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
）

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取

書
」
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ

た
受
取
金
額
が
３
万
円
未
満
の

も
の
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日

以
降
に
作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
受
取
金
額
が
５
万
円

未
満
の
も
の
に
つ
い
て
非
課
税

と
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取

書
」
と
は
、
金
銭
又
は
有
価
証

券
を
受
領
し
た
者
が
、
そ
の
受

領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
作

成
し
。
相
手
方
に
交
付
す
る
証

拠
証
書
を
い
い
ま
す
。

印
紙
税
の
非
課
税
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

し
た
が
っ
て
、「
領
収
証
」、「
領

収
書
」、「
受
取
書
」
や
「
レ
シ
ー

ト
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金

銭
又
は
有
価
証
券
の
受
領
事
実

を
証
明
す
る
た
め
に
請
求
書
や

納
品
書
な
ど
に
「
代
済
」、「
相

済
」、「
了
」
な
ど
と
記
入
し
た

も
の
、
さ
ら
に
は
、「
お
買
上
票
」

な
ど
と
称
す
る
も
の
で
、
そ
の

作
成
の
目
的
が
金
銭
又
は
有
価

証
券
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る

た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
金
銭
又
は
有
価
証
券

の
受
取
書
に
該
当
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
税
務
署
ま
で
。

大
島
税
務
署　

総
務
課

☎
０
９
９
７
―
52
―
４
３
２
１

問

問

問
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「
奄
美
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
…

＊
「
働
き
た
い
け
ど
何
か
ら
始
め

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
…
」

＊
「
人
と
関
わ
る
の
が
苦
手
で
社

会
に
出
る
の
が
不
安
…
」
な
ど

働
く
こ
と
や
自
立
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
方

に
対
し
て
、
就
業
的
自
立
を
目

指
し
た
支
援
を
行
い
、
就
職
に

向
け
て
の
第
一
歩
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。

【
対
象
】

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
仕
事

に
就
い
て
い
な
い
若
者
と
そ
の

ご
家
族

〔
支
援
内
容
〕

○
相
談(

面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル)

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
興
味
の

あ
る
こ
と
、
得
意
な
こ
と
、

要
望
等
を
伺
い
整
理
し
な
が

ら
、
今
後
ど
う
い
う
方
向
で

進
ん
で
い
く
か
、
自
立
に
向

け
て
の
ス
テ
ッ
プ
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員
に

「
奄
美
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
厚
生
労
働
省
認
定
事
業
）

問
よ
る
専
門
的
な
個
別
面
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

○
職
場
見
学
・
職
場
体
験

様
々
な
企
業
・
施
設
へ
の
訪

問
や
農
作
業
体
験
・
パ
ソ
コ

ン
練
習
等
多
種
多
様
な
活
動

を
通
し
て
、
就
職
に
向
け
た

心
構
え
や
技
能
を
身
に
つ
け

ま
す
。

○
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

ご
本
人
様
の
就
労
や
社
会
的

自
立
に
つ
い
て
の
個
別
面
談

を
行
い
ま
す
。
ま
た
要
望
が

あ
れ
ば
、
自
宅
へ
の
訪
問
を

行
い
よ
り
身
近
な
支
援
を
行

う
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
ず
は
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
相
談
は
無
料
で
す
。

な
お
、
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

【
開
所
時
間
】

月
曜
日
～
金
曜
日

（
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

※
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

は
休
み

奄
美
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〒
８
９
４
―
０
０
３
６

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
23
番
25
号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

奄
美
青
少
年

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ず
り
葉

の
郷
」
内
２
階

☎
57
―
０
７
７
０

E
-M

A
I

L

：a
m

a
m

i-
saposute@

polka.ocn.ne.jp
U

R
L

：h
ttp

://a
m

a
m

i-
saposute.sakura.ne.jp/

【
試
験
日
】

平
成
26
年
11
月
９
日
（
日
）

【
場
所
】

鹿
児
島
市
（
鹿
児
島
国
際
大
学
）

奄
美
市
（
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
）

【
受
付
期
間
】

８
月
25
日（
月
）～
９
月
５
日（
金
）

【
願
書
配
布
】

７
月
４
日
（
金
）
以
降

【
受
験
資
格
】　

な
し

【
受
験
区
分
】

化
学
、機
械
（
乙
種
）、化
学
（
丙

種
液
石
・
特
別
）
冷
凍
（
第
２
・

第
３
）、
販
売
（
第
１
・
第
２
種
）、

設
備
士鹿

児
島
県
試
験
事
務
所

☎
０
９
９
―
２
５
０
―
２
５
３
５

（（
一
社
）
鹿
児
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
）

平
成
26
年
度
高
圧
ガ
ス
製
造

保
安
責
任
者
等
国
家
試
験

問

当
校
で
は
、
平
成
27
年
度
の

一
般
入
校
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
科
名

電
気
設
備
科　

定
員
20
名

訓
練
期
間
２
年

（
定
員
は
、
推
薦
入
校
者
と
一

般
入
校
者
の
合
計
人
数
で
す
。）

●
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見

込
み
者
を
含
む
）
若
し
く
は

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者

●
願
書
受
付

平
成
26
年
９
月
１
日
（
月
）

～
平
成
26
年
10
月
30
日
（
木
）

●
試
験
日

平
成
26
年
11
月
７
日
（
金
）

●
試
験
科
目

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）
及

び
面
接

●
試
験
会
場

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

☎
０
９
９
４
―
４
４
―
８
６
７
４

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
27
年
度
入
校
者
募
集

問

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら

退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設

業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設

業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛
金
：
日
額
３
１
０
円

※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建

退
共
支
部
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

建
退
共
鹿
児
島
支
部

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
６
―
10

鹿
児
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
９
９
―
２
５
７
―
９
２
１
６

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

問
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立ち直りを支える
地域のチカラ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

勉
学
に
励
む
　

～
学
士
村
塾
で
学
ぶ
～

５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
学
士
村
塾
も

７
月
を
迎
え
、
先
人
の
生
き
方
に
学
び
、

日
々
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
よ

り
夕
方
の
部
を
開
設
し
、
山
手
校
区
で
は

松
本
倫
子
塾
長
の
指
導
の
も
と
、
山
公
民

館
（
毎
週
火
・
木
・
金
の
16
時
30
分
～
18

時
30
分
）
で
20
名
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校

で
の
学
習
の
復
習
等
な
ど
、
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、

素
直
な
心
で
学
習
に
向
か
う
姿
は
、
き
っ

と
実
を
結
ぶ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
夏

様々な分野で活躍している町内
の ” きばいむん ” を紹介します。

故中島　武志さん
叙勲の栄誉に輝く

「
第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
出
発
式
が
７
月
１
日
、
役
場
町
長
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
運
動
は
、
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

７
月
の
強
化
月
間
は
町
内
各
所
で
、

あ
い
さ
つ
運
動
や
学
校
訪
問
な
ど
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
島
武
志
さ
ん
（
故
人
）
が
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
従
六
位
を
叙
勲
し
、
中
島

さ
ん
の
遺
族
が
役
場
町
長
室
を
訪
れ
ま

し
た
。

中
島
さ
ん
は
、
木
材
店
、
港
湾
荷
役

運
送
会
社
を
経
営
す
る
傍
ら
、
町
商
工

会
会
長
、
県
商
工
会
連
合
会
理
事
、
町

農
業
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。
昭
和

53
年
か
ら
平
成
10
年
ま
で
は
徳
之
島
町

議
会
議
員
を
５
期
務
め
、
昭
和
61
年
か

ら
平
成
６
年
ま
で
町
議
会
議
長
も
務
め

ま
し
た
。
地
方
自
治
へ
の
多
大
な
る
業

績
か
ら
国
家
に
対
し
て
勲
功
・
功
績
の

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
て
の
叙
勲
と
な
り

ま
し
た
。

明るく！元気はつらつ！
～幼稚園フレッシュ研修～

今年度、宮上真紀教諭 ( 亀津幼稚園 )、
琉このみ教諭 ( 亀徳幼稚園 )、兼光あかね
教諭 ( 花徳幼稚園 ) の３名が徳山とし子先
生の指導のもと、フレッシュ研修に取り
組んでいます。７月は研究保育等もあり
子どもたちと共に明るく元気いっぱいが
んばっています。指導法を学び、実践的
な指導力を身につけていきます。

休
み
の
間
は
、
学
士
村
塾
は
お
休
み
し

ま
す
が
、
向
学
塾
が
開
催
さ
れ
、
学
ぶ

姿
勢
作
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【亀徳幼稚園にて】 【山手教室：夕方の部】
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お問合せ先：徳之島町総合食品加工センター
美農里（みのり）館

住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも随時、
美農里館の情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei . tokunoshima

ヘルシーアイランドみのり館では、オリジナル商
品だけでなく、手作りジェラートの全国発送ができ
ます。ギフトボックスをご用意しておりますので、
お好きな商品をご予算内でお選びください。なお、
商品の代金と別にギフトボックス代と発送料がかか
りますのでご了承ください。

　　　　観光係から
この夏も

が開催されます！
徳之島町内では開催期間中に

こちらのプログラムを体験できます。
この夏の思い出作りに、ご家族・ご友人を誘って挑戦して

みてはいかがでしょうか？
※事前に予約センター

（０９９７）５４－２６２１にご連絡ください。
公式ホームページでも内容をご覧になれます。

http://amamishimahaku.com/

美農里館だより８月号

ギフト ・ ジェラートの全国発送が
できるようになりました

・南国の花を描こう　　・陶芸 & ランチセット
・ロックウォーキング　 ・夜光貝アクセサリー
・ブレスレット作り　　 ・亀津浜踊り
・三味線教室　　　　　 ・島唄 & 三味線教室
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表紙写真

第 27 回トライアスロン IN 徳之島が
開催され、選手たちは力強い姿で観客
を魅了しました。

ウミガメ
アカウミガメ・アオウミガメ等のウミガメは
近年生息数が減少し世界的に絶滅の危機に瀕
している。徳
之島では４月
後半～９月中
旬ごろまで、
ウミガメの上
陸・産卵がみ
られます。

表紙のイラスト
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